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図書広報委員会
委員長：橋爪洋介　副委員長：斉藤優
委　員：あべともよ、酒井宏明、藥丸潔、本郷高明、
　　　　相沢崇文、神田和生、亀山貴史、秋山健太郎 

図書広報委員会は、県民の皆さまに
県議会の役割や活動を知っていただく
ため、「群馬県議会だより」を年４回作
成しています。コロナ禍の中で、議会
から皆さまにお伝えしたいことが増え
ましたが、限られた紙面の中で分かり
やすい記事になるよう努めています。
　今後も、より一層「開かれた議会」
を目指し、積極的に広報に取り組んで
まいりますので、よろしくお願いいた
します。 

【図書広報委員長　橋爪　洋介】編 集 後 記

県議会では、弔電を自粛する申し合わせを行っています。

◎ 過去の県議会だよりは
こちらからご覧ください。

◎県 議 会 だ よ り は
　スマートフォン等で
ご覧になれます。

議員異動のお知らせ
岩井　均　議員　自由民主党　→　辞職（令和４年３月31日付）

◎本会議・委員会開催日程 ※会期は予定ですので、変更される場合もあります。

令和４年第２回定例会のご案内

会期は５月24日から６月15日の予定です
新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、
テレビやインターネットによる中継をご覧ください。

テ レ ビ
★群馬テレビ 午前10時～〈生中継〉 

★県議会ホームページ「議会中継」〈生中継〉〈録画〉

◆本会議（質疑及び一般質問）をご覧いただけます。

◆本会議の全日程をご覧いただけます。

◎県議会中継

インターネット

（開会はおおむね午前10時からです）
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◎「みやま文庫」のご紹介

みやま文庫の写真

　『みやま文庫』をご存じで
すか？
　本県の郷土史である「みや
ま文庫」は、郷土に関する研
究や著作を平易に編集し、県
内の文化振興に役立てること
を目的に、年間４冊を刊行し
ています。県議会は、設立当
初から趣旨に賛同し、図書広
報委員全員が理事を務めるほ
か、議員全員が購読会員と
なっています。３月には、
244巻目となる『群馬の現代
染織』と245巻目となる『上
州の飛脚』の２冊が刊行され
ました。

年４冊の新刊が配本される「購読会員」は、
右のQRコードからお申し込みください。

若者の政治への関心を高める取組 若者の政治への関心を高める取組 

　令和３年12月23日に、県議会議員が大学に出向
いて学生と意見交換を行う「議員に密着ゼミナール
～もっと知りたい政治のハナシ～」を開催しました。
　高崎経済大学の協力をいただき、地域政策学部
「現代政治論」の授業に３人の議員が参加し、「群
馬県の地域課題について」をテーマに学生134人と
熱心に意見を交わしました。

ぐんまシチズンシップ・アカデミー

議員に密着ゼミナール ～もっと知りたい政治のハナシ～

参加大学等（順不同）
共愛学園前橋国際大学
群馬医療福祉大学
高崎経済大学
新島学園短期大学

　令和４年２月24日と28日に、県内
の大学生・短大生が議員と意見交換を
行う「ぐんまシチズンシップ・アカデ
ミー」が、オンラインにより開催され
ました。
県内の４校から延べ28人の学生が参

加し、議員の一般質問をテレビやイン
ターネットで視聴した後、オンライン
で意見交換を行いました。参加した10
人の議員も今年度から導入したタブ
レット端末を活用し、活発な意見交換
を行いました。

県議会メッセージ動画の公開
　若者と女性に向けた動画
『届け！県議会メッセージ
「若者、そして女性の皆さん
へ！」』を公開しました。
　県議会が実施している高
校生向けの「GACHi 高校生
×県議会議員」の取組や２
人の若手議員からのメッ
セージを収録しています。
是非ご覧ください。

動画は、
県の公式YouTubeチャンネル
「tsulunos」からご覧ください。
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　令和４年４月３日発行　群馬県議会だより（1）（4）令和４年４月３日発行　群馬県議会だより

ふく しま もえ か

題字は、前橋育英高等学校３年生　書道部　福島　萌香さんの書道作品です。

令和４年（202

ふく しま もえ か

題字は、前前橋育英英高等学校３３年年生 書道部 福島 萌香さんの書道作作品です

◇第１回臨時会は、１⽉21⽇に開催されました。

【議　案】
　知事から、まん延防⽌等重点措置の適⽤に伴う感染症対策営業時間短縮要
請協⼒⾦に係る157億2,595万円を増額する一般会計補正予算案が提出され
ました。

【質　疑】
　３人の議員による質疑が⾏われました。

【常任委員会】
　関係する常任委員会が開催され、付託議案について審査を⾏いました。

【議　決】
　常任委員会の審査結果について委員⻑から報告された後、議案の採決が⾏
われ、知事から提出された１議案は可決されました。

◇第１回定例会は、２⽉16⽇から３⽉18⽇までの31⽇間にわたって開催さ
れました。

【議　案】
　２⽉16⽇には、知事から「新型コロナ克服＋新展開実現予算〜困難を乗り
越えて、飛躍を目指す!!〜」と銘打った総額8,187億600万円の令和４年度一
般会計当初予算案をはじめ、2050年に向けた「ぐんま５つのゼロ宣⾔」実現
条例など、85議案が提出され、３⽉８⽇には人事議案１件が提出されました。
　議会からは、委員会提出議案として意⾒書案１件、決議案１件、議員提出
議案として決議案１件の計３議案が発議されました。

【質疑及び一般質問】
　16人の議員による質疑及び一般質問のほか、決議案について議員１人が質
疑を⾏いました。

【常任委員会・特別委員会】
　各常任委員会・各特別委員会が開催され、付託議案や付議事件、所管に関
する事項などについて審査・調査しました。また、各特別委員会で付議事件
に係る提⾔をまとめました。

【議　決】
　常任委員会・特別委員会などの審査結果などについて、各委員⻑から報告
が⾏われ、議案及び請願について討論と採決が⾏われました。
　知事から提出された86議案は、全て可決・
承認・決定・同意され、議会が発議した３議
案も可決されました。また、1件の請願が採択
されました。

◇可決された主な議案
○令和４年度一般会計予算
○2050年に向けた「ぐんま５つのゼロ宣⾔」実現条例
　　災害に強く、持続可能な社会の構築に関する事項を定めようとするもの
○群⾺県こども活躍応援基⾦条例
　　県への寄附⾦を原資に、⼦どもの活躍を応援するための各種事業に活⽤
するための基⾦を設置しようとするもの

◇可決された意⾒書
○養豚場を豚熱から守るための意⾒書

◇可決された決議
○ロシアによるウクライナ侵攻に抗議する決議
○事前協議規程における廃棄物最終処分場の１kmルールの⾒直しを求める決議

令和４年第１回臨時会のあらまし 令和４年第１回臨時会のあらまし 令和４年第１回臨時会のあらまし 

令和４年第１回定例会のあらまし 令和４年第１回定例会のあらまし 令和４年第１回定例会のあらまし 

令和４年第１回臨時会のあらまし 令和４年第１回臨時会のあらまし 令和４年第１回臨時会のあらまし 

令和４年第１回定例会のあらまし 令和４年第１回定例会のあらまし 令和４年第１回定例会のあらまし 

請願・陳情の
手 引 き は
こ ち ら

４月上旬以降、公園のシンボルでもある御殿桜を
はじめ、公園全体を取り囲む桜約210本が咲き、
春の訪れを感じさせてくれます。

沼田公園（沼田市）

第１回定例会開催第１回定例会開催第１回定例会開催

８,１８７億６００万円の当初予算案などを可決 ８,１８７億６００万円の当初予算案などを可決 ８,１８７億６００万円の当初予算案などを可決 

第１回定例会開催第１回定例会開催第１回定例会開催

８,１８７億６００万円の当初予算案などを可決 ８,１８７億６００万円の当初予算案などを可決 ８,１８７億６００万円の当初予算案などを可決 



質疑及び一般質問 令和４年２月22日の各党（会）派代表による代表質問、24日、28日、
３月１日の質疑及び一般質問では、次の議員が質問を行いました。

○質疑及び一般質問の中から一部を掲載します。

群馬県議会インターネット中継
「令和４年第１回定例会」

　令和４年４月３日発行　群馬県議会だより（3）　（2）令和４年４月３日発行　群馬県議会だより

　◎福祉医療制度の実施に伴う国庫負担⾦ 
　　等削減措置（福祉ペナルティ※）につ 
　　いて　　　　⾃由⺠主党　星名　建市

子ども医療費無料化に対する福祉ペナルティ
は、地方⾃治体における取組を妨げるものであり、
廃止すべきと考えますが、県としてどのような取組
を⾏ってきたのでしょうか。

地方⾃治体による子育て世帯などを支援する
取組を阻害する措置と考えており、直ちに廃止する
よう国に要請を続けてまいりました。平成30年度か
らは未就学児に係る措置は廃止されましたが、それ
以外の措置は依然として継続されているため、引き
続き、全ての削減措置を廃止するよう国に強く要請
してまいります。 

　◎荒廃農地の森林化への取組について

⾃由⺠主党　岩井　　均
荒廃農地のうち、再⽣利⽤が困難と考えられ

る農地については、早⽣樹を活⽤した森林化も⼀つ
の⼿段として有効と考えますが、県の早⽣樹の取組
について伺います。

早⽣樹は植林から収穫までの期間が短いこと
等から収益性向上が期待されています。現在、林業
試験場で本県の⾃然条件における⽣育状況の調査研
究、林業事業体と連携した低コスト施業の実証等を
進めています。今後とも、
本県に適した早⽣樹の選定
や育成方法などの調査研究
を進め、樹種の特性等を踏
まえた利活⽤方法について
検討してまいります。

　◎リトリート推進について

リベラル群馬　後藤　 克己
キャンペーン等に依存せず、持続的に稼げる

観光地づくりのために、観光地の特色あるコンテン
ツを活かした商品化と、ターゲットを絞った誘客が
必要と考えますが、どのように進めていくのか伺い
ます。 

本県の最大のキラーコンテンツである温泉を
はじめ、豊かな農畜産物や⾃然、アウトドアなどを
組み合わせたサービスを提供し、都会の人々などを
ターゲットに、忙しい日常から離れ、疲れた⼼や体
をリラックスさせ、ゆっくりとした時間を過ごしな
がら本来の⾃分を取り戻す「リトリート」を新たな
旅のスタイルとして進めてまいります。

　◎学校施設のバリアフリー化について

令明　⾦沢　充隆
⾼齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に

関する法律（バリアフリー法）の改正等を踏まえ、
本県においても学校施設のバリアフリー化を⼀層推
進していくべきと考えますが、現状と今後の取組に
ついて伺います。 

公⽴⼩中学校では、⾞椅子使⽤者⽤トイレ設
置は56％、建物内の段差解消は42％、エレベーター
設置は31％の学校で整備済みです。県⽴⾼校では、
それぞれ78％、40％、45％で整備済み、特別支援学
校では全ての学校で整備済みとなっています。県⽴
学校については、⻑寿命化改修の機会を捉えて、今
後とも計画的にバリアフリー化を進めてまいります。

２月22日（火）
　◎子どもの居場所づくりについて

⾃由⺠主党　松本　基志
今後、県としてどのような支援に取り組んで

いく予定か伺います。
令和４年度は、子ども⾷堂や学習支援・体験

活動の場などの開設費⽤を補助する「子どもの居場
所づくり応援事業補助⾦」の内容を拡充し、新型コ
ロナ対策やオンライン対応に係る費⽤も補助対象に
加える予定です。また、団体間のネットワークの設
⽴促進による各地域での連携強化や、子ども⾷堂の
さらなる理解促進・利⽤拡大にも取り組んでまいり
ます。今後も、市町村や関係機関等と連携・協⼒し
ながら、積極的に支援を⾏ってまいります。

　◎福祉職員の離職率及び人材育成について

リベラル群馬　鈴木　敦⼦
児童虐待の相談件数が年々増加する中、児童

福祉の職場には⾼いスキルが必要とされます。人材
育成の強化が必要と考えますが、福祉職員の離職率
の現状や今後の人材育成について伺います。

平成25年度からこれまでに採⽤した40名の
福祉職員のうち、７名が離職しており、県職員の中
でも離職率の⾼い職種であると認識しています。今
後は、ワークライフバランスの取れた働き方ができ
るよう検討するほか、経験年数に応じた研修体制の
整備などにも取り組み、⾼い専門性とやりがいを
持って仕事を続けられるよう、計画的な人員配置と
人材育成に努めてまいります。

　◎啄
き つ つ き ば し

木鳥橋の今後の整備方針について  

⾃由⺠主党　狩野　浩志
県⽴⾚城公園内の啄木鳥橋は⽼朽化により通

⾏止めとなっていますが、今後の整備方針について
伺います。

啄木鳥橋は⾚城大沼のシンボルであり、絶好
のビュースポットとして多くの方に親しまれていま
す。設置から約50年経過し、⽼朽化で危険な状態の
ため、平成31年２月から通⾏止めにしています。
県では⾚城大沼のシンボルが通⾏できないことによ
る損失等を考慮し、
橋桁の架替工事を実
施することとしまし
た。現在は厳冬期で
工事が困難なため、
春になってから着⼿
する予定です。

　◎伊香保リンクの今後の運営について

令明　⾦⼦　　渡
伊香保リンクは、令和２年度に「県有施設の

あり方⾒直し」の対象となりましたが、今後の運営
について伺います。

県有施設のあり方⾒直しの最終報告で、今
後の運営には収支改善が必須となりました。そのた
め、収入増加策としてリンクの使⽤料改定や夏場の
有効活⽤、ネーミングライツの導入など、また、支
出削減策として屋外リンクの開場期間の短縮や電気
料⾦を含む経費の⾒直しなどを予定しています。県
としては、収支改善策にしっかりと取り組み、伊香
保リンクの効率的な運営に努めてまいります。

２月24日（木）
　◎スクールカウンセラーについて

⾃由⺠主党　⼤林　裕⼦
県内全ての公⽴学校に配置されているスクー

ルカウンセラーを有効活⽤するための工夫と、相談
したいときに速やかに相談できる体制整備について
伺います。

⼩中学校で同じスクールカウンセラーを配置
し、継続的な支援を⾏えるようにするなど、工夫した
取組を⾏っています。スクールカウンセラーは、児童
⽣徒や保護者へのカウンセリングに加え、教職員への
助⾔も積極的に⾏っており、学校にとって欠くことの
できない存在です。効果的に配置することで、速やか
に相談に対応できるよう努⼒してまいります。

　◎居場所としての学校について

日本共産党　伊藤　祐司
過度な学⼒競争、異質な者を排除する同調圧

⼒、過⼲渉な管理主義など、学校をストレスフルな
場所にしている現状を正さなければ始動人は育たな
いのではないでしょうか。 

学校において、過度な学⼒競争をあおる指導
や、皆同じでないと違和感を覚えるような学級経営
は避けるべきです。学校では、児童⽣徒がストレス
を抱え込まず、安⼼して⽣活できる居場所づくりに
努めています。互いのありのままを受け入れながら
共に成⻑できる学校づくりが⾏われるよう、市町村
教育委員会と連携して支援してまいります。

　◎館林インターチェンジ進入道路の課題 
　　と今後のあり方について

⾃由⺠主党　泉沢　信哉
国道354号から館林インターへ進入する⾞両

による渋滞の解消と今後の館林⾢楽地域の発展のた
めに、館林インター進入道路の改良が必要と考えま
すが、県の考えを伺います。

渋滞対策については、既に右折矢印信号の新
設などにより、⼀定の改善効果が⾒られました。現
在は館林インター前交差点等の交通流動や事故の発
⽣状況、渋滞の原因を正確に把握するための調査を
実施しています。今後、将来の交通需要の変化や実
施中の調査結果を基に、館林インター進入道路の改
良の必要性の有無を含め、円滑なインターアクセス
に向けた対策を総合的に検討してまいります。

　◎ぐんまちゃんアニメについて

新時代　矢野　英司
ぐんまちゃんのアニメ化の目的と知事の思い

について伺います。
４月からNHK前橋放送局で全13話が再放送

されますが、アニメの内容を⾼く評価していただい
た結果だと考えています。アニメ化によってぐんま
ちゃんの認知度が上がることにより、群馬県の農畜
産物の販売や観光客の増加、県⺠のプライド増進な
どに繋がることを目指しています。経済効果が出て
くるまでにはある程度時間がかかりますが、くまモ
ンに追いつくこともで
きると考えています。
良い続編を作りますの
で、県議にも応援して
もらいたい。

２月28日（月）

早生樹（コウヨウザン） 

啄木鳥橋

アニメぐんまちゃん

※福祉ペナルティ･･･窓⼝負担を軽減する福祉医療制度は医療費を増加させるものとして、国が地方⾃治体に対する国⺠健康保険の負担⾦等を削減する措置。



質疑及び一般質問 令和４年２月22日の各党（会）派代表による代表質問、24日、28日、
３月１日の質疑及び一般質問では、次の議員が質問を行いました。

○質疑及び一般質問の中から一部を掲載します。

群馬県議会インターネット中継
「令和４年第１回定例会」

　令和４年４月３日発行　群馬県議会だより（3）　（2）令和４年４月３日発行　群馬県議会だより

◀︎新型コロナウイルス感染症対策特別委員会からの提⾔
　「新型コロナウイルス感染症対策に関する提言」とし
て、警戒レベルや緊急事態宣言に関すること、検査・医
療体制に関すること、県⺠⽣活への影響に関すること、
産業への影響に関すること、教育への影響に関することなど、新型コロ
ナウイルス感染症対策の取組に当たって留意すべき20項目について提言
しました。 

委員⻑：穂積昌信　副委員⻑：⻲⼭貴史 
委　員：久保⽥順⼀郎、伊藤祐司、後藤克⼰、岸善⼀郎、
　　　　安孫⼦哲、⻫藤優、大林裕⼦

委員会から
知事への提言

委員会活動
令和３年５月24日～

［調査目的　教育体制の確⽴］
　人口流出により児童生徒数の減少が続い
ていた能登町は、地元の県⽴能登⾼校と⾏
政組織の壁を越えて協働しています。教育
政策の枠に留まらず、移住定住促進や地方
創生の政策としても取り組んでいる「能登
⾼校魅⼒化プロジェクト」や、地域を活か
した特色ある授業等について、教育体制の
確⽴の観点から調査を⾏いました。 

［調査目的　デジタル技術の利活⽤の推進］
　国連が２年に１度実施して
いる電⼦政府調査において、
2018年、2020年と連続で最も
電⼦政府が進んでいる国に選ば
れているデンマークの取組につ
いて調査を⾏いました。 

◀︎地方創生・ブランドに関する特別委員会からの提言
　「地⽅創⽣・ブランドに関する提言」として、協働・共創を進めるた
めの取組、新コンテンツ創出、社会人eスポーツリーグ大会、アーバンス
ポーツ、プロスポーツによる地域活性化、本県で開催される国⺠スポー
ツ大会に向けた選手の育成強化、温泉文化、ぐんまちゃんアニメ、蚕糸
業の振興、農畜産物や地酒のPR、群⾺交響楽団改革プラン、公共交通
サービスの確保など、地域の⼀人⼀人が地⽅創⽣の主役となり、全国に
誇れる群⾺県を実現するため、16項目について提言しました。  

◀︎脱炭素社会・新エネルギーに関する特別委員会からの提言
　「脱炭素社会・新エネルギーに関する提言」として、家庭や事業者等
に対する県の取組について、2050年に向けた「ぐんま５つのゼロ宣言」
実現条例について、再⽣可能エネルギーの導入・促進等について、プラ
スチックごみの削減等について、食品ロスについて、県の推進体制につ
いてなど、本県における脱炭素社会の実現及び新エネルギーの推進に当
たって配慮すべき21項目について提言しました。  

◀︎デジタルトランスフォーメーションに関する特別委員会からの提言
　「デジタルトランスフォーメーションの推進に関する提言」として、
デジタル社会の形成は社会的な課題に対応するため極めて重要であり、
県⺠がデジタル社会の利便性を実感できる取組が進められているが、デ
ジタルに不慣れな⽅への配慮や個人情報の保護、情報格差の解消等も重
要であるとの観点から、⾏政関係、県⺠⽣活関係、産業関係、教育関係
の４分野14項目にわたる取組について提言しました。 

　新型コロナウイルス感染症拡大防止に配慮し、オ
ンラインを活⽤した調査を実施した２つの委員会の
活動についてご紹介します。

　４つの特別委員会から提言を提出しました。 

〜 常 任 委 員 会 〜 〜 特 別 委 員 会 〜活 動 紹 介 活 動 紹 介

委員⻑：伊藤清　副委員⻑：神⽥和生 
委　員：中沢丈⼀、橋⽖洋介、あべともよ、⾦井康夫、加賀⾕富⼠⼦、
　　　　鈴⽊敦⼦

令和４年１月26日（水）《能登町役場（石川県鳳珠郡能登町）》

令和４年１月25日（火）《デンマーク大使館》

■ 文教警察常任委員会

■ 総務企画常任委員会

　令和４年２⽉９⽇、群⾺県議会議員選挙区等
検討委員会は、議会運営委員会から諮問された、
令和５年４⽉執⾏予定の県議会議員選挙に適⽤す
る「選挙区及び各選挙区において選挙すべき議員
の数等」について、群馬県議会議員の定数は現⾏
と同じ50人とし、各選挙区における市町村の組
合せや各選挙区において選挙すべき議員の数も現
⾏どおりとする旨の答申を⾏いました。
　人口減少や都市部と過疎地域との人口格差が
進⾏していく中、多様な住⺠の声を県政に反映
させていく議員の役割が大きくなっていること
や、各選挙区における市町村の組合せについて
は、地勢や交通等の実情、地域住⺠の⼀体感、
議員の地域代表性と市町村の意⾒の反映のしや
すさなどを総合的に考慮する必要があることな
ど、さまざまな議論を重ねた結論です。 
　また、県全体の人口減少と都市部への人口集
中・山間部等の人口減少が続くと予想されること
から、地域住民の声を県政に届け、二元代表制と
しての議会の役割をしっかりと果たしていくた
め、幅広く検討を続けていくこととなりました。
　答申を受けた議会運営委員会は、この答申
の取扱いについて協議し、同
⽇、答申のとおりとすること
を決定しました。

答申書へのリンクはこちら

▲  

次の県議会議員選挙の
定数・区割りは
現行どおりとなりました。

　◎企業版ふるさと納税について

⾃由⺠主党　⾼井　俊⼀郎
企業版ふるさと納税を官⺠共創の⼀つとして

活⽤することについて、知事の所⾒を伺います。ま
た、企業版ふるさと納税の推進に当たっては、知事
によるトップセールスの活⽤も有効と考えますが、
いかがでしょうか。 

県では、産学官⺠が多様な分野で連携し地域
課題に取り組むことを推進しており、企業版ふるさ
と納税はこれに合致する制度です。また、現在トッ
プセールスを積極的に進めているところですが、⺠
間資⾦の活⽤は重要であるため、こういった機会を
⽣かし、当制度を紹介していきたいと考えていま
す。
 

　◎県庁組織の在り方について

如水会　入内島　道隆
事象全体を俯

ふ

瞰
か ん

的に捉えなければ解決が難し
い課題が増えています。縦割りの⾏政組織に横串を
どう刺すかが重要ですが、知事の目指す県庁組織の
在り方についての⾒解を伺います。

これまでも県庁の組織改⾰を⾏ってまいりま
したが、前例にとらわれない組織、部署に横串を刺
した仕事ができる組織、職員が⾼いモラールを持っ
て働ける組織、⾃分の意⾒が⾔いやすいフラットで
風通しの良い組織にしたいと考えています。こうし
た考えに基づき、必要な組織改⾰を進めてまいりま
す。

３月１日（火）
　◎人口減少対策としての移住・定住促進 
　　の取組について

友信会　追川　徳信
人口減少対策は、県において大きな課題であ

り、その対応策として、移住・定住促進が重要であ
ると考えますが、県の取組について伺います。 

コロナ禍による地方分散化の流れは、県内へ
人を呼び込むチャンスであると考えています。従来
から取り組んでいる移住施策に加え、群馬に興味を
持ち、関わりを持つ「関係人口」を増やす取組や東
京圏に勤務する人を対象とした「転職なき移住」を
推進しています。新しい人の流れに対応したさまざ
まな取組を通じて、市町村と連携し、より多くの人
を本県に呼び込んでまいります。

　◎ぐんまスーパーキッズプロジェクトに 
　　ついて

⾃由⺠主党　星野　　寛
事業が始まり11年目となりますが、成果につ

いて伺います。
スーパーキッズプロジェクトは、競技人口

が少なく、地域ごとでは育成が難しい個人競技種目
を中⼼に、運動能⼒が発達する⼩学４年⽣から６年
⽣までの３年間、専門の指導者の下で育成強化する
プログラムであり、今年度は、13競技種目263名で
実施しています。これまでの卒業⽣は458名にのぼ
り、出身選手は全国・世界で
活躍しています。今後も県ス
ポーツ協会や各競技団と連携
し、ジュニアの発掘・育成強
化に取り組んでまいります。  スキー競技の育成



◎「県議会だより」は年４回発行しています。
　次号は、令和４年７月３日（日）発行予定です。

◎「県議会だより」についてのご意見を政策広報課までお寄せください。

☎027-897-2891  027-221-8201
giseisaku@pref.gunma.lg.jp

県議会ホームページ
県議会の最新情報は公式SNSでも発信しています。

検索検索 ↑
群馬県議会

図書広報委員会
委員長：橋爪洋介　副委員長：斉藤優
委　員：あべともよ、酒井宏明、藥丸潔、本郷高明、
　　　　相沢崇文、神田和生、亀山貴史、秋山健太郎 

図書広報委員会は、県民の皆さまに
県議会の役割や活動を知っていただく
ため、「群馬県議会だより」を年４回作
成しています。コロナ禍の中で、議会
から皆さまにお伝えしたいことが増え
ましたが、限られた紙面の中で分かり
やすい記事になるよう努めています。
　今後も、より一層「開かれた議会」
を目指し、積極的に広報に取り組んで
まいりますので、よろしくお願いいた
します。 

【図書広報委員長　橋爪　洋介】編 集 後 記

県議会では、弔電を自粛する申し合わせを行っています。

◎ 過去の県議会だよりは
こちらからご覧ください。

◎県 議 会 だ よ り は
　スマートフォン等で
ご覧になれます。

議員異動のお知らせ
岩井　均　議員　自由民主党　→　辞職（令和４年３月31日付）

◎本会議・委員会開催日程 ※会期は予定ですので、変更される場合もあります。

令和４年第２回定例会のご案内

会期は５月24日から６月15日の予定です
新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、
テレビやインターネットによる中継をご覧ください。

テ レ ビ
★群馬テレビ 午前10時～〈生中継〉 

★県議会ホームページ「議会中継」〈生中継〉〈録画〉

◆本会議（質疑及び一般質問）をご覧いただけます。

◆本会議の全日程をご覧いただけます。

◎県議会中継

インターネット

（開会はおおむね午前10時からです）

月日 曜日 議事予定

５月24日

30日

31日
６月02日

月日 曜日 議事予定

６月0７日
８日
10日

15日

火
水
金

水
本会議

（質疑及び一般質問）

本会議
（開会・委員の選任・提案説明）

常任委員会

特別委員会
本会議

（委員長報告･議決・閉会）

火

月

火

木

スマートフォンや
タ ブ レ ット は
こ ち ら か ら
ご覧いただけます

◎「みやま文庫」のご紹介

みやま文庫の写真

　『みやま文庫』をご存じで
すか？
　本県の郷土史である「みや
ま文庫」は、郷土に関する研
究や著作を平易に編集し、県
内の文化振興に役立てること
を目的に、年間４冊を刊行し
ています。県議会は、設立当
初から趣旨に賛同し、図書広
報委員全員が理事を務めるほ
か、議員全員が購読会員と
なっています。３月には、
244巻目となる『群馬の現代
染織』と245巻目となる『上
州の飛脚』の２冊が刊行され
ました。

年４冊の新刊が配本される「購読会員」は、
右のQRコードからお申し込みください。

若者の政治への関心を高める取組 若者の政治への関心を高める取組 

　令和３年12月23日に、県議会議員が大学に出向
いて学生と意見交換を行う「議員に密着ゼミナール
～もっと知りたい政治のハナシ～」を開催しました。
　高崎経済大学の協力をいただき、地域政策学部
「現代政治論」の授業に３人の議員が参加し、「群
馬県の地域課題について」をテーマに学生134人と
熱心に意見を交わしました。

ぐんまシチズンシップ・アカデミー

議員に密着ゼミナール ～もっと知りたい政治のハナシ～

参加大学等（順不同）
共愛学園前橋国際大学
群馬医療福祉大学
高崎経済大学
新島学園短期大学

　令和４年２月24日と28日に、県内
の大学生・短大生が議員と意見交換を
行う「ぐんまシチズンシップ・アカデ
ミー」が、オンラインにより開催され
ました。
県内の４校から延べ28人の学生が参

加し、議員の一般質問をテレビやイン
ターネットで視聴した後、オンライン
で意見交換を行いました。参加した10
人の議員も今年度から導入したタブ
レット端末を活用し、活発な意見交換
を行いました。

県議会メッセージ動画の公開
　若者と女性に向けた動画
『届け！県議会メッセージ
「若者、そして女性の皆さん
へ！」』を公開しました。
　県議会が実施している高
校生向けの「GACHi 高校生
×県議会議員」の取組や２
人の若手議員からのメッ
セージを収録しています。
是非ご覧ください。

動画は、
県の公式YouTubeチャンネル
「tsulunos」からご覧ください。
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ふく しま もえ か

題字は、前橋育英高等学校３年生　書道部　福島　萌香さんの書道作品です。
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題字は、前前橋育英英高等学校３３年年生 書道部 福島 萌香さんの書道作作品です


